
「本校の取組を存分にＰＲ！」

校 長 菊 地 裕 幸
きく ち ひろ ゆき

例年より積雪が少なく感じられる今年の冬で
すが、今後まとまった積雪があり、音威子府ら
しい景色となるのか気象予報に注目しておりま
す。
令和７年度もスタートしてから早８か月が経

過し、終盤を迎える時期となりました。これま
での教育活動に対し、皆様からの御理解と御協
力をいただき深く感謝申し上げます。
さて、これまでを振り返りますと、８月20

日（水）から３日間、高文連道北支部美術展・
研究大会（於 美深町文化会館 COM100）が
開催され、全校生徒の約３分の２に当たる79
名（美術部53名、工芸部26名 出品79点（平
面：48、立体：29、映像：2））が参加し、
平面の部が13点と立体の部が８点、映像の部
が１点の全道入選というすばらしい結果を残す
ことができ、本校生徒の創作レベルの高さをあ
らためて感じたところです。これらの作品につ
いては、10月８日（水）から札幌市で開催さ
れた全道大会に出品されました。また、9月1
0日（水）から３日間、２年生はデザインスク
ールとして高大連携の協定を結んでいる東海大
学国際文化学部での学習（"かぶりもの"の制作
や名作椅子に関する講義）や旭川市にある家具
メーカーのカンディハウスでの工場見学、旭川
デザインセンターでの家具の数々を見学し、こ
れまでの学びと合わせ、知識や技術をさらに深
めることができました。東海大学での"かぶり
もの"の制作では、２人１組となり、お互いに
相手のためのデザインや色合い、大きさ、形状
を考え、与えられた時間内に制作するという内
容で、相手を理解した上での作品づくりに苦労
をしながらも、生き生きと作業する姿が見られ
たことに、完成した作品の素晴らしさとともに、
とてもうれし気持ちになりました。このように、
本校生徒が着実に自らの可能性を広げ、主体的
に学びを深めていることを頼もしく思うと同時
に、これらの経験で得た知識や技術、そして何
よりも仲間と協力して一つのものを創り上げる
喜びが、今後の生徒の創作活動や人間形成にお
いて大きな糧となることでしょう。

JR 北海道と連携では、宗谷線の新たな観光
列車である急行「秋たび そうや」号が10月
４日（土）、５日（日）に運行され、沿線地域
である音威子府村のおもてなしとして、JR 威

子府駅には生徒作品の展示の他、その列車のヘ
ッドマークのデザインを手がけさせていただき
ました。生徒有志による活動で、13作品が集
まり、そのうち２作品が採用されました。列車
の顔でもあるヘッドマークは、乗車される方は
もとより、全国の鉄道ファンの目を楽しませる
こととなりました。JR 北海道との連携はもち
ろんのこと、他の企業や地域との連携・協働も
さらに進めてまいります。生徒たちが「作りた
い、表現したい」という思いを大切にしながら、
他者のため、社会の課題を解決するための作品
づくりにも取り組んでいきます。自身の作品が
社会に貢献し、誰かの役に立っていることを実
感できるような活動を通して、生徒たちが社会
とのつながりを強く感じられるよう、これから
も支援してまいります。
今後とも、村立校としての本校を持続可能な

ものとしていくため、ものづくりを通した人づ
くりを教職員一丸となり取り組んでまいります
ので、保護者並びに地域の方々からのますます
の御支援と御協力をどうぞよろしくお願いいた
します。

「寮生活について」
舎監長 久 保 亜紀子

まずは11月末に流行しましたインフルエン
ザへの対応につきまして、保護者の皆様のご理
解とご協力に感謝申し上げます。おかげさまで
閉寮することなく年末を迎えることができまし
た。
さて、チセネシリ寮では現在113名の寮生

が在籍し、寮生会やボランティアを中心に協力
しながら寮の自治活動に努めております。近年
の傾向としまして、大学や専門学校への進学が
増えたことで学習室にて受験対策などのために
デッサンを行う生徒が増えてまいりました。そ
れに伴い、利用時間や描く場所の確保など、そ
れまでの学習室のルールでは対応できない場面
が見られるようになったため、新たなルールの
作りなどを行いました。
共用スペースとしては調理室の利用も活発で

す。軽食作りや趣味、友人とのコミュニケーシ
ョンの場として多くの寮生が利用しています。
ここでも使用ルールを定め、皆が気持ちよく使
えるように活動しています。各学年に割り当て
られた冷蔵庫は定期的に生徒たちで点検を行
い、衛生面にも自分たちで気をかけて使用して
います。
このようにチセネシリ寮では多くの場面で寮

生たちが主体となり、自分たちの生活環境を維
持する姿が見られます。
もちろん、すべてを完璧にこなすことができ

ているわけではありません。また、受験対策の
ように今までのルールで対応できなくなってく

る場面も出てきます。そのたびに「どうすれば
皆が過ごしやすくなるのか」を考える。そうし
た寮生たちの悩みや気づき、そして行動と成長
を重ねながら、チセネシリ寮はこれからも歩み
を続けていきます。
どうか今後とも、寮生たちの悩みや報告に寄

り添い、その成長を支えていただけたら幸いで
す。

「自分と向き合うこと」
工芸科長 角 南 友 繁

おと高は、作品を制作する時間がとても多い
ところです。授業の課題や部活動、寮での自主
制作など、1日の中で様々な作品を制作します。
制作から得られるものは、出来上がった家具や
絵画などの作品だけではありません。１つの制
作を終えると、技術や考え方などが、それまで
の自分と比べて成長します。それらを実感でき
ることは、とても嬉しく次の制作へのモチベー
ションとなります。
しかし、すべてが思い通りにいくわけではあ

りません。制作の中では、予定通りに進めなか
ったり、イメージ通りに描けなかったりなど、
自分の技術が足りないことや苦手なことと向き
合わなければならないことも多くあります。そ
うした時に、粘り強く自分と向き合い、見つけ
た課題に取り組んでいくことは、卒業後にも活
きる大切な経験です。おと高は、そんな経験を
積み重ねていくことができる場所です。自分の
力だけでなく、周囲の助けも借りながら、大切
に自分を育ててほしいと思っています。
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